
◎

６
日
／
西
タ
ク
本
村
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
・

２
８
年
目
突
入
社
前
総
決
起
集
会

◎

８
日
／
新
東
・
雇
用
関
係
不
存
在
確
認
裁

判
・
結
審

◎

９
日
／
九
建
団
交

◎

１
３
日
／
第
３
回
執
行
委
員
会

◎

１
５
日
／
新
東
・
損
害
賠
償
裁
判
・
結
審
、

権
利
ネ
ッ
ト
協
力
者
会
議

◎

１
９
日
／
北
九
州
支
部
組
合
員
会
議

◎

２
０
日
／
全
国
一
般
全
国
協
中
執
（
東
京
）

◎

２
３
日
／
狭
山
定
例
小
倉
駅
前
座
り
込
み
・
市
民

の
会
忘
年
会

◎

２
４
日
／
生
存
ネ
ッ
ト
会
議

◎

２
０
１
０
年
１
月
２
日
／
築
城
基
地
座
り
込
み
・

旗
開
き

岩
国
で
は
、
０
５
年
の
米
軍
再
編
『
中

間
報
告
』
に
お
い
て
、
米
空
母
艦
載
機
移

設
計
画
が
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
市

民
の
粘
り
強
い
反
対
運
動
が
続
け
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

昨
年
３
月
の
住
民
投
票
で
は
、
圧
倒
的

多
数
の
市
民
が
反
対
の
意
志
を
示
し
、
ま

た
、
愛
宕
山
で
の
米
軍

住
宅
建
設
計
画
に
は
、

地
元
住
民
が
中
心
と
な

り
、
裁

判

闘

争

も

含

め
、
闘
い
を
継
続
さ
せ

て
い
ま
す
。

１
１
・
２
８
～
２
９
日
の
岩
国
で
の
岩

国
市
民
連
帯
・
米
軍
再
編
計
画
撤
回
の
国

際
集
会
は
、
全
国
か
ら
２
５
０
名
を
結
集

し
て
勝
ち
取
ら
れ
ま
し
た
。

組
合
か
ら
も
、
１
４
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

２
８
日
は
１
４
時
か
ら
、

米
軍
住
宅
地
に
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
愛
宕
山
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し

た
。
山
を
丸
ご
と
削
り
、
だ

ま
し
う
ち
の
よ
う
な

形
で
米
軍
住
宅
建
設

計
画
が
進
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
を
聞
き
、

参
加
者
た
ち
か
ら
、

怒
り
の
声
が
あ
が
り

ま

し

た
。
ま

た
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
な
か
っ
た

人
た
ち
は
、
同
時
刻
に
行

わ
れ
た
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク

派
遣
違
憲
判
決
の
講
演
会

に
参
加
し
、
「
平
和
的
生

存
権
」
を
め
ぐ
る
勉
強
を

し
ま
し
た
。

１
６
時
か
ら
は
、

岩
国
市
民
と
の
交
流

会
で
、
４
つ
の
裁
判

（
海
の
裁
判
、
陸
の

裁
判
、
空
の
裁
判
、

テ
ー
ブ
ル
の
裁
判
）

を
闘
う
原
告
団
の

方
々
の
お
話
を
聞
き

ま
し
た
。

１
８
時
か
ら
、
い
よ
い
よ
労
働
者
反
戦

交
流
集
会
が
開
か
れ
、
１
６
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
、
全
港
湾
大

阪
・
大
野
さ
ん
が
挨
拶
。
岩
国
住
民
を
代

表
し
て
「
愛
宕
山
を
守
る
会
」
の
岡
村
さ

ん
。
韓
国
か
ら
民
主
労
総
副
委
員
長
の

チ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ホ
ン
さ
ん
の

力
強
い
発
言
が
行
わ
れ
ま
し

た
。基

調
報
告
の
の
ち
に
、
東

京
か
ら
大
田
区
職
労
、
京
都

か
ら
ユ
ニ
オ
ン
ぼ
ち
ぼ
ち
、

大
阪
か
ら
郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
、
四
国

か
ら
全
労
協
徳
島
、
九
州
山
口
か
ら
、
ユ

ニ
オ
ン
北
九
州
、
沖
縄
な
ど
か
ら
の
発
言

が
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
北
九
州
は
、
最
初
に
協
同
運

輸
分
会
が
暴
力
労
務
と
の
闘
い
の
支
援
を

訴
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
驚
き
と
多

く
の
声
援
を
い
た
だ

き
、
会
場
で
の
支
援
カ

ン
パ
も
５
万
円
を
超
え

ま
し
た
。

労
働
組
合
こ
そ
が
、

平
和
的
生
存
権
を
一
番

必
要
と
し
ま
す
。
岩
国

で
の
市
民
の
闘
い
は
、
私
た
ち
労
働
組
合

が
反
戦
闘
争
を
軸
に
結
集
す
る
場
を
与
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
・

地
区
で
の
活
動
を
強
め
、
そ
れ
ら
を
集
め

て
大
き
な
う
ね
り
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

２
日
目
は
、
１
０
時
か
ら
、
岩
国
・
沖

縄
・
神
奈
川
・
韓
国
の
基
地
反
対
闘
争
の

現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
方
た
ち
を
パ
ネ

ラ
ー
に
し
て
討
議
し
ま
し
た
。

１
２
時
か
ら
は
決
起
集
会
。
集
会
の
冒

頭
に
は
、
若
者
た
ち
の
歌
と
演
奏
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
全
港
湾
、
全
日

建
運
輸
連
帯
、
全
労
協
や
被
爆
二
世
の

会
、
軍
事
基
地
と
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

学
生
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
発
言
し
ま

し
た
。

集
会
が
終
わ
り
、
１
４

時
か
ら
、
岩
国
基
地
に
向

け
デ
モ
。
今
年
は
全
港
湾

大
阪
の
宣
伝
カ
ー
が
先
頭

に
立
ち
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
ユ
ニ
オ
ン
の
宣
伝
カ
ー

で
し
た
が
、
闘
い
の
広
が

り
が
見
え
ま
す
。
途
中
で
、
築
城
基
地
の

航
空
祭
で
、
Ｆ
１
５
の
尾
翼
が
落
ち
る
と

い
う
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
ま
し
た
。

基
地
前
で
、
岩
国
市
民
の
闘
い
を
全
国

で
支
え
て
行
く
こ
と
を
皆
で
確
認
し
、
こ

の
日
の
行
動
を
終
え
ま
し

た
。
参
加
し
た
皆
さ
ん
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。

11月29日の築城基地航空祭時に、同基地所属F-15

が、観客2万5千名の頭上で曲芸飛行中、尾翼の一部

を損壊ー落下させるという事故が発生しました。

なんと驚くべきことに、基地側は、事故が起きた

ことをアナウンスせず、他の機種の飛行はそのま

ま、航空祭を続行したのです。

落下した尾翼の一部は、基地そばの畑や林に落下

し、幸い人体や民家などへの被害はありませんでし

た。しかし、落下した地点がずれていれば、観客の

頭上に、あるいは周辺住民の家屋などに大きな被害

を及ぼしたであろうことは予想されます。

同基地所属のF-15は、昨年９月にも原因不明のエ

ンジントラブルで萩沖に墜落する重大事故を起こし

ています。また千歳空自基地所属の同型機は、25日

にエンジンの一部を落下させる事故を起こしたばか

り。

12月2日の「築城2の日行動」時に、基地側に対し、

抗議の申し入れを行い、ユニオンも参加しました。



組
合
結
成
以
前
の
残
業
未
払
い
賃
金
の

未
解
決
部
分
、
管
路
事
業
閉
鎖
に
伴
う
非

正
規
切
り
捨
て
・
正
社
員
化
確
認
違
反
、

Ａ
組
合
員
へ
の
解
雇
、
社
長
の
団
交
か
ら

の
逃
亡
、
昼
休
み
情
宣
へ
の
警
察
導
入
弾

圧
、
社
長
に
よ
る
協
定
書
締
結
拒
否
な
ど

の
数
々
の
紛
争
状
態
に
つ
い
て
、
最
終
的

な
解
決
合
意
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
０
月
１
５
日
の
団
交
で
、
Ａ
組
合
員

解
雇
撤
回
・
正
社
員
化
・
謝
罪
等
の
協
定

は
さ
か
の
ぼ
っ
て
締
結
し
ま
し
た
。
１
１

月
１
６
日
、
残
業
未
払
い
賃
金
も
含
む
和

解
金
と
し
て
の
金
額
が
、
合
意
に
達
し
ま

し
た
。

こ
の
解
決
は
、
解
雇
当
該
の
Ａ
組
合
員

の
が
ん
ば
り
と
、
そ
れ
を
支
え
た
分
会
組

合
員
の
団
結
、
残
業
未
払
い
賃
金
の
要
求

も
武
器
と
し
て
、
わ
が
ま
ま
な
社
長
の
勝

手
な
経
営
姿
勢
へ
の
怒
り
、
有
期
契
約
制

度
の
撤
廃
へ
の
強
い
意
志
な
ど
に
よ
っ
て

な
さ
れ
ま
し
た
。

合
意
成
立
後
、
た
だ
ち
に
冬
期
一
時
金

交
渉
へ
入
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
塵
芥
（
ご
み
収
集
部
門
）
な

ど
の
変
形
労
働
時
間
問
題
の
整
理
、
福
利

厚
生
費
問
題
、
労
災
上
乗
せ
補
償
、
有
期

正
社
員
化
シ
ス
テ
ム
の
監
視
、
ま
た
新
規

事
業
部
門
を
め
ぐ
る
問

題
や
福
津
市
と
の
契
約

継
続
・
防
衛
な
ど
に
つ

い
て
、
会
社
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
千
代
運
送
で
は
、
会
社
と
の
間
で
、

退
職
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
組
合
は
、
過
去
２
年
間
の
残
業

未
払
い
賃
金
を
請
求
し
ま
し
た
。
残
業
代

は
支
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
一
人

当
た
り
５
０
０
万
円
近
く
の
金
額
に
な
り

ま
し
た
。
が
、
会
社
の
当
初
の
回
答
は
、

話
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
低
水
準
で
し
た
。

組
合
は
、
車
両
の
売
却
や
今
後
の
経
営

に
つ
い
て
も
会
社
に
説
明
を
求
め
、
粘
り

強
く
交
渉
を
続
け
ま
し
た
。

交
渉
の
結
果
、
１
０
０
％
と
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
勝
利
的
な
内
容
で
合
意
に
達
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

１
１
月
３
日
、
こ
れ
ま
で
の
団
交
拒
否

を
会
社
側
が
改
め
て
、
４
か
月
ぶ
り
に
団

体
交
渉
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
は
再
開
冒
頭
、
こ

れ
ま
で
の
団
交
拒
否
に
対

し

謝
罪
を

要
求
。
社
長

は
、
謝
罪
は
拒
否
し
な
が

ら
も
、
今
後
は
組
合
と
誠
実
に
交
渉
を
行

う
と
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
賞
与
の
引
き
去
り
ミ
ス
や
給
与

計
算
間
違
い
、
組
合
員
へ
の
い
や
が
ら
せ

的
な
注
意
・
警
告
に
つ
い
て
、
会
社
を
厳

し
く
追
及
し
ま
し
た
。

１
１
月
２
４
日
、
団
交
を
行
い
、
冬
期

一
時
金
お
よ
び
継
続
中
の
組
合
掲
示
板
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

年
頭
か
ら
続
い
て
い
た
危
機
的
な
経
営

状
況
は
、
若
干
持
ち
直
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請
は
続
け
て

い
る
も
の
の
、
当
面
は
カ
レ

ン
ダ
ー
通
り
の
出
勤
が
見
込

め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

冬
期
一
時
金
に
つ
い
て

は
、
夏
と
同
額
の
基
準
と
の

回
答
で
、
組
合
も
了
承
し
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
掲
示
板
に
つ
い
て
は
、
運

用
の
手
順
お
よ
び
掲
示
物
の
内
容
に
つ
い

て
の
話
を
進
め
ま
し
た
。

１
１
月
２
４
日
、
小
委
員
会
を
開
催

し
、
冬
期
一
時
金
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。エ

コ
カ
ー
減
税
の
影
響
で
自
動
車
業
界

は
軒
並
み
増
産
と
な
り
、
タ
イ
ヤ
の
減
量

で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
輸
送
も
、
今
年
前
半
の

最
悪
の
状
態
か
ら
回
復
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

冬
期
一
時
金
に
つ
い
て
は
、
夏
並
み
の

１
・
１
ヶ
月
で
合
意
。
１
２
月
の
定
期
昇

給
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
と
の
回
答
で
し

た
。組

合
へ
の
不
当
な
弾
圧
に
つ
い
て
居
直

り
を
続
け
る
協
同
運
輸
に
対
し
、
分
会
を

中
心
に
、
抗
議
情
宣
活
動
を
開
始
。
同
時

に
、
取
引
先
で
あ
る
サ
ン
キ
ュ
ウ
ト
ラ
ン

ス
ポ
ー
ト
お
よ
び
信
和
鋼
板
へ
の
争
議
解

決
要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
情
宣
活
動
を
牽

制
す
る
た
め
、
協
同
運
輸

は
、
代
理
人
弁
護
士
を
立
て

て
警
告
書
を
送
り
つ
け
て
き

ま
し
た
。
そ
の
弁
護
士
が
、

な
ん
と
新
東
陸
運
の
以
前
の

会
社
側
代
理
人
で
あ
る
加
藤
弁
護
士
で

す
。１

１
月
１
２
日
、
集
中
連
帯
行
動
と
し

て
、
協
同
運
輸
へ
の
抗
議
申
入
れ
行
動
と

周
辺
へ
の
情
宣
を
行
い
ま
し
た
。

会
社
構
内
で
の
抗
議
集
会
で
は
、
開
始

前
か
ら
、
藤
村
統
括
部
長
は
じ
め
管
理
職

が
妨
害
を
し
て
き
ま
し
た
。
「
業
務
妨
害

だ
」
と
退
去
す
る
よ
う
執
拗
に
警
告
し
、

あ
げ
く
の
果
て
に
は
、
集
会
中
の
組
合
員

の
隊
列
に
ト
レ
ー
ラ
ー
ヘ
ッ
ド
を
突
っ
込

ま
せ
よ
う
と
し
て

き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
会
社

に
対
し
、
６
点
に

わ
た
る
争
議
解
決

要
求
を
行
う
と
と

も
に
、
た
だ
ち
に

交
渉
を
行
う
よ
う
要

求
し
ま
し
た
。
し
か

し
会
社
は
、
社
長
の

暴
力
的
言
動
に
つ
い

て
一
言
も
謝
罪
す
る

こ
と
な
く
、
そ
れ
ば

か
り
か
上
田
課
長
な

ど
は
、
病
気
休
職
中

の
分
会
に
対
し
「
お

前
ら
本
当
に
病
気
か
」
な
ど
と
許
せ
な
い

暴
言
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
社
長
は

登
場
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
社
の
人
権

無
視
の
姿
勢
は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。会

社
へ
の
申
入
れ
行
動
終
了
後
、
水
巻

駅
お
よ
び
水
巻
町
役
場
周
辺
で
情
宣
を
行

い
、
信
和
鋼
板
と
サ
ン
キ
ュ
ウ
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
へ
の
再
度
の
解
決
要
請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。
信
和
鋼
板
は
、
再
度
検
討
す

る
と
の
回
答
で
し
た
が
、
サ
ン
キ
ュ
ウ
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
は
居
丈
高
な
対
応
で
し
た

（
後
に
弁
護
士
か
ら
警
告
文
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
）

ま
た
、
会
社
の
業
務
上
の

法
違
反
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
動
き

に
気
づ
い
た
会
社
は
、
台
車

を
急
き
ょ
３
台
も
購
入
。
こ

の
調
査
活
動
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
は
、
解
決
を
含
め
た
団
交
の
要
求

を
行
う
と
と
も
に
、
労
働
委
員
会
へ
の
準

備
も
進
め
ま
す
。
ま
た
、
労
基
・
人
権
擁

護
委
員
会
な
ど
対
行
政
行
動
へ
の
取
り
組

み
、
集
中
連
帯
行
動
の
設
定
、
抗
議
情
宣

の
強
化
、
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
運
動
の
要
請
、
支

援
カ
ン
パ
要
請
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

12月2日、第１回目の団交が開催されました。この日の交渉

では、賃金および労働条件、配車問題、売り上げ、賃金保障等

について話しあいました。

団交には、長崎の本社から社長が来ました。北九州営業所の

所長と顧問である神尾氏の3名が交渉に当たりました。

交渉場所である事務所には、他の乗務員がカーテン1枚を隔

てた場所で待機し、女性事務員もその場にいました。後から理

由がわかったのですが、どうやら、当該のＨさんの勤務態度な

どについての悪口を組合に言ったり、何かあったときの防衛な

ども考えて全力動員していたようです。

竹松運輸では、オール歩合制賃金となっています

が、各自の売り上げが明らかにされていません。ま

た、賃金明細についてもデタラメなものでした。

さらに、10月後半に組合加入を通知して以降、当該であるＨ

さんに対する配車差別が行われていました。

会社は、Hさんの長距離運行を減らした理由として、「勤務

態度が悪い」などと言い、他の従業員たちに同意を求めていま

した。しかし、配車差別についての具体的なメモと運行記録を

示すと、何も言えなくなってしましました。

また、９月から突然、「皆勤手当」が廃止され、新たに「愛

車手当」が付きました。この「愛車手当」については、導入の

手続きや適用の基準が明確でないことが明らかとなりました。

協議の結果、①月々の売上の明示②Ｈ組合員に対する注意事

項については、組合を通して行う。③「皆勤手

当」は復活させる。④配車差別については是正

し、公平な配車を行う。等について確認すること

ができました。


